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○松沢成文君 日本維新の会の松沢成文でございます。 

 私も、中国に関連して、尖閣の防衛問題、伺います。 

 日中中間線近くに、東シナ海の、中国のブイ、これ一体どうなっているん

でしょうか。これ、昨年の七月ですよ。一年以上たっちゃっているんです。

私は、ずっとこの委員会で質問続けてきました。三月に上川大臣が、私の質

問も受けて、記者会見で、撤去や移動、我が国によるブイの設置も対抗手段

として検討している、ここまで言っているんですよ。でも、それからまたず

っと、半年以上、何の音沙汰もない。 

 さあ、大臣、これもう中国が撤去しないのであれば、日本で撤去しましょ

うよ。それで、その機能も調べましょう。それぐらいやらないと、これ独立

国家じゃないですよ。どうですか。 

 

○国務大臣（岩屋毅君） 御指摘の中国による当該ブイの設置でございます

が、中国側に対しては、直ちに抗議するとともに、昨年来、首脳、外相レベ

ルも含めて、あらゆる機会を捉えてブイの即時撤去を強く求めてきておりま

すが、現状、まだ現場の状況が改善していないということは極めて遺憾でご

ざいます。 

 政府としては、今申し上げた外交的取組を強化するとともに、現場海域に

おける必要な警戒監視及び状況の把握を行ってまいります。今後いかなる対

応が適切かということについては、関係各省庁とも連携して検討の上、対策

を講じてまいりたいと思っております。 

 

○松沢成文君 ブイ一つ撤去も、解決できない、一年以上もたって。これ、

もう日本の外交力ゼロですね、失礼ですが。 

 期限決めればいいでしょう。もう来年のいつまでに撤去してほしいと、し

なければ日本が撤去するよと。もうそれ実行すればいいだけですよ。海洋法

条約に違反しているのは中国なんですから。それすら言えないというんじゃ、

もう日本、ちょっと外務省、本当危機的状況ですよ。しっかりしてください。 

 さあ、それに続いて、日米地位協定第二条第三項において、使用していな

い米軍施設については返還を、私、求めることができると書いてあると思っ

たら、違うんですよ。求めなければならないんです。 



 今、四十七年間、久場島と大正島にあるこの米軍の施設、使っていません。

使っていないのであれば、返還を日本は求めなきゃいけない。アメリカ政府

は、使っていないのであれば返還しなきゃいけない。両国とも、日米地位協

定に違反状態が続いているんですよ。さあ、これどうしますか、外務大臣。 

 

○国務大臣（岩屋毅君） 在日米軍施設・区域につきましては、御指摘のと

おり、日米地位協定第二条三に基づいて、その必要性を返還を目的として絶

えず検討することとされており、これまでも政府は、個々の施設・区域につ

いて、地方公共団体からの返還や使用の在り方等に関する要望も勘案しつつ、

随時、日米合同委員会等の枠組みを通じて米側と協議をしてきております。 

 その上で、御指摘の島々における射爆撃場につきましては、日米安全保障

条約の目的を達成する上で引き続き米軍による使用に供することが必要な施

設及び区域であると認識しているところでございます。 

 

○松沢成文君 返還ではなくて、米軍にちゃんと使ってほしいと、こういう

方針らしいですよね。 

 私、さきの予算委員会でも取り上げましたが、この尖閣諸島にある米軍の

射爆撃場、これ、私は有効に活用した方が日本の安全保障にとってはいいん

だというふうに考えていまして、ここで日米合同軍事演習をしっかりやるべ

きだと、こういう交渉をした方がいいんじゃないかと思っています。 

 これが実現できれば、中国に対して強力な抑止力、対処力になることはこ

れ確実で、尖閣諸島防衛に大いに役立ちます。そして、島嶼防衛、離島奪還

の最適な演習になること間違いありません。これは、元自衛隊幹部からもそ

の有効性を指摘する声が複数上がっております。 

 さあ、防衛大臣、この有効性について、軍事演習をやって抑止力を高める

有効性について、どうお考えですか。 

 

○国務大臣（中谷元君） 尖閣諸島は国際的にも疑いのない我が国固有の領

土でありまして、現に我が国はこれを有効的に今支配をしております。その

上で、久場島、そして大正島の射爆場、この日米共同訓練を実施すべきとの

委員の御指摘につきましては、必要な要素を総合的に考慮した上で、政府全

体で慎重に検討をする必要があると考えております。 

 政府としましては、国民の生命、財産、我が国の領海、領土、領空を断固



として守り抜くために、冷静かつ毅然と対応していく考えでございます。 

 

○松沢成文君 これ両大臣に伺いたいんですけれども、私、予算委員会でも

指摘しました、次の日米外務・防衛大臣会合、いわゆる２プラス２で、この

射爆撃場の返還、まず使っていないなら返してほしいと。でも、米軍も、い

やいや使う可能性もあるというのであれば、ここで日米合同軍事演習をしま

しょうと提案したらどうですか。これを、米軍との協議を始めるべきだとい

うふうに思っています。 

 というのは、これ、米軍もやるべきだと思っているんです。ただ、アメリ

カの政府の方が消極姿勢なんです。だから、米軍の中でも迷いがあるわけで

すよ。ただ、今回、トランプ政権ができて、安全保障担当のマイク・ウォル

ツさんも、あるいは国務長官になる予定のマルコ・ルビオさんも、中国に対

しては現実的にきちっと対峙するという姿勢持っていますから、これ、今、

議論するチャンスなんですよ。 

 さあ、この進展、この協議進展の可能性を是非とも私は追求していただき

たいと思うんですが、２プラス２でこの問題を取り上げていただけますでし

ょうか。 

 

○国務大臣（岩屋毅君） ２プラス２でどういう問題を取り上げるかという

ことについて、予断を持ってお答えすることは差し控えたいと思います。 

 先ほど防衛大臣から答弁がありましたように、尖閣は、言うまでもなく、

国際法上も我が国固有の領土でございますから、これを断固守り抜いていく

というのが我が国の方針でございます。その上で、個々の米軍の施設・区域

について、使用の在り方については日米合同委員会等の枠組みを通じ米側と

協議をしているところでございます。 

 したがって、２プラス２においてそういう話ができるかどうかは予断を持

って申し上げることはできませんけれども、尖閣については断固とした決意

で守り抜いていくということを確認をするということになろうかと思います。 

 

○国務大臣（中谷元君） 今、慎重という御意見がありましたが、これから

新しい政権ができます。したがいまして、この２プラス２におきましていか

なる議題を取り扱うかということは、これ、日米双方で議論をして決めるも

のでございますが、おっしゃるように、日米同盟の抑止力、対処力を一層強



化をするためにはどのような取組が有効かという点を不断に検討、調整して

いく考えでありまして、次のアメリカの政権とも緊密に意思疎通をしてまい

りたいと考えております。 

 

○松沢成文君 実はこれ、アメリカの方でも動きが出ているんですね。今日

の私の質問があるからではないと思うんですが、実は、今朝の「現代ビジネ

ス」のネット記事で、ロバート・エルドリッジさんという、今、政治学者で、

元海兵隊の何か部長さんもやっていた有力な方ですが、この方が、アメリカ

は四十六年間、こうやって尖閣問題に弱腰を続けてきた、今こそ射爆撃場使

用再開で明確なメッセージを出せと。アメリカの識者の中でもこの問題上が

っているんですよ。私も日本で騒いでいます。それは、尖閣防衛に対して最

も有効な作戦になるからなんです。 

 ただ、もちろんこれ、相手があることですから簡単ではないと思います。

ただ、重要なのは、こういう外交交渉を行うこと自体が、尖閣諸島が日米同

盟の対象地、つまり日本の領土であるということを世界に証明できるんです、

歴史的にも。そうでしょう、アメリカの施設があるわけだから。それと、反

対に、中国の領土的主張、歴史的根拠も何にもないのに、とにかく尖閣は中

国のものだという主張を論破できるんですよ。 

 だから、これは合同軍事演習まで行かなくても、交渉すること自体が、尖

閣問題について日本の主張を正当化し、中国の主張を論破できるという、こ

ういう外交的な効果もあるということも含めて両大臣は是非とも検討してほ

しいし、そして、アメリカとの交渉の中で、アメリカにもこの意見があるわ

けですから、取り上げて、尖閣の防衛を果たしていただきたいというふうに

思います。これ答弁は結構です、時間がないので。 

 防衛大臣は、さきの予算委員会の答弁で、尖閣視察についてこう言いまし

た。現時点において予定はない、防衛省・自衛隊としてこの海域における警

戒監視がしっかり維持されるよう努めてまいりたい。 

 他人事のような甘い認識なんですけれども、日本の尖閣の領土、領海、領

空、こんな認識では私、守れないと思いますよ。尖閣は、改めて言うまでも

なく、歴史的にも国際法上も日本の領土でありながら、もうサラミ作戦でも

う既に領海と領空は中国に侵犯されて、いつ上陸されるか分からないという

状況に陥っている、こう認識すべきです。日本の政治家と政府は、不退転の

防衛努力がなければ、必ず近い将来私は侵犯されると考えています。 



 こうした現実的な認識に立って、日本の領土である尖閣諸島の防衛体制を

確立するために、まず防衛大臣自ら自衛隊艦船で現場に赴いて、現地を視察

して、そして隊員、職員を激励すべきだと思います。この政治的なリーダー

シップがあって初めて尖閣諸島は守られ、そのプレゼンスこそが中国に対す

る外交力、抑止力につながると考えますが、防衛大臣の見解はいかがでしょ

うか。 

 

○国務大臣（中谷元君） 私の尖閣に対する認識は、沖縄の返還交渉のとき

にこの海域も含めて協議をされまして、その後、この尖閣諸島は国際法上も

疑いのない我が国固有の領土ということで有効に支配を続けております。米

軍の射爆訓練も、事実この間行われたこともございます。 

 したがいまして、今の日本政府の見解は、そもそも尖閣諸島をめぐって解

決すべき領土所有の問題は存在しないという立場でありますが、しっかりと

今、海上保安庁と自衛隊が連携して警戒監視に万全を期しておりまして、し

っかりと確保しながら、これらの状況については逐次報告を受けております。 

 せんだって、沖縄を私、訪問をしてきました。その際、海上、また航空の

司令官からも尖閣諸島を含む東シナ海での警戒監視を担う現場としては直接

報告を受けまして、確保しているということで激励をいたしました。 

 今後とも、現場の状況把握と隊員の激励のためには部隊視察、可能な限り

積極的に行ってまいりますが、尖閣の視察につきましては現時点におきまし

ては具体的に予定はなくて、しかし、政府の立場に基づいて適切に判断して

いきたいと考えております。 

 

○松沢成文君 現場の状況を報告を受けているということであります。 

 ただ、私は、担当者、責任者が現場を見て、そして、現場で頑張っている

職員を直接顔を見て激励する、それが現場の職員の士気にも関わってきます

し、あっ、トップが来てくれたと、俺らも頑張らなきゃと、こうなるわけで

すよ。 

 これ、大臣、やっていただくと評価上がりますよ。いや、大臣の評価のた

めじゃなくて、日本国が守られるんですよ。そういう思いで実現をしていた

だきたいと思います。 

 さて、最後に、委員長、私は、この六月から、当委員会でも尖閣諸島の視

察を実現していただきたいということを何度も提起しています。理事会でも



お話合いがあったのかもしれませんが、まず、当委員会で視察するというこ

とに議決で決まりましたら、政府はどう対応するんでしょうか。 

 それから、予算委員会の私の答弁では、個々のケースに応じて、その必要

性や状況などを総合的に勘案して判断すると、得意の官僚用語で逃げていま

すが、こんな曖昧なものでした。 

 さて、この視察というのは、政府の外交権を妨害するものでは全くありま

せん。国会が国政調査権を行使するものです。この国政調査権というのは、

憲法でも国会法でも保障され、そして参議院規則でも明記されています。私

は、この国政調査権、政府は阻止することはできないんじゃないかと思いま

すが、以上、政府の見解を伺います。 

 

○内閣官房副長官（青木一彦君） 尖閣諸島が我が国固有の領土であること

は歴史的にも国際法上も疑いがなく、現に我が国はこれを有効に支配してお

ります。 

 政府といたしましては、尖閣諸島及び周辺海域の安定的な維持管理という

目的のため、原則として政府関係者を除き何人も尖閣諸島への上陸を認めな

いとの方針を取っております。そして、この方針の下で、上陸を認めるか否

かにつきましては、個々のケースに応じて、その必要性や尖閣諸島をめぐる

状況等を総合的に勘案して判断することになります。 

 いずれにせよ、現時点におきましては、国会法第百三条に基づく議員派遣

に関する議決等は行われていないと承知しており、仮定の状況についてお答

えすることは差し控えさせていただきます。 

 

○委員長（小野田紀美君） 時間が過ぎております。 

 

○松沢成文君 委員長、政府は個々の状況に応じて判断するということなの

で、是非ともこの委員会で尖閣視察を理事会で諮って議決をしていただいて、

それに対して、個々の状況がはっきりするわけですから、政府がどう判断す

るか、是非とも政府の姿勢も私見てみたいと思いますので、是非とも委員長、

よろしく取り計らいお願いします。 

 

○委員長（小野田紀美君） 後刻理事会で協議いたします。 

 


